
【河合伝統の地歌舞伎を学ぶ】

•総合的な学習の時間を活用し、５・６年生は古くから伝わる河
合の伝統文化‟地歌舞伎“について学びます。

•特徴的な所作やせりふ回し等を教わ
るほか、実際の演目に挑戦すること
で歌舞伎を知り、伝統文化のよさに
触れる機会の提供を行っています。

•学校での上演のほか、地域の皆さん
に知っていただく機会として、地域
の体育館での上演も行っています。

【河合っ子マルシェの実施】

•地域の良さを再認識し、郷土を誇りと感じ、周囲に発信して
いくことを目的に河合っ子マルシェを企画、実施しています。

•児童は授業で河合の文化や歴史を学び、また地域の方から特
産品などの地域資源を学び、実際に商品開発を行い魅力発信
の方法を考えます。

•商品の開発から販売までを、児童が
自ら考え実施することで活動に主体
性が生まれ、地域の目指す姿である
担い手づくりにつなげています。

•この取り組みが評価され、令和４年
度「コミュニティ・スクールと地域
学校協働活動の一体的推進」に係る
文部科学大臣表彰を受賞しました。

【ばあちゃん食堂の開催】

•地域の子どもと大人が集う場の提供を目的
に、地域の交流施設や空きテナント等を活
用してばあちゃん食堂を実施しています。

•子ども食堂としての機能だけではなく、放
課後の児童や地域の方が気軽に立ち寄れる
場づくりを行うことで、地域の子どもと大
人の交流が生まれています。


